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す
ぐ
に
対
応
す
る
た
め
の

組
織
を
つ
く
り
ま
し
た

区
政
に
対
す
る
区
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
お
伺

い
す
る
「
区
民
の
声
」。
そ
の
区
民
の
要
望
に
素
早

く
対
応
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
担
当
部
課
名

が
わ
か
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
直
接
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
区
民
に
役
立

つ
区
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

設
置
し
ま
し
た

「
区
民
の
声
」担
当
部
長

区
で
は
、い
ま
ま
で
も
「
区
民
の
声
」

と
し
て
(
ガ
キ
な
ど
で
皆
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
そ
の
声
に
さ
ら
に
迅
速
な
対
応

夸
す
る
た
め
、
担
当
の
部
長
(
参
事
)

を
任
命
し
て
区
民
の
声
に
応
え
て
い
き

嫐
歹
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
は
、
ま
ず
区
長
が
直
接
目
を
通
し
、

そ
し
て
「
区
民
の
声
」
担
当
部
長
に
指

示
し
、
対
応
策
を
す
ぐ
実
行
に
う
つ
さ

せ
ま
す
。
広
聴
フ
ァ
ク
ス
も
区
長
室
に

設
置
し
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
之
淫
萠
を
整
え
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
の
声

「
区
民
の
声
」
は
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
壁
子

る
も
の

で
す
。
広
聴
(
ガ
キ
や
電
話
、フ
ァ
ク

ス
な
ど
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
黹
マ

フ
ァ

ク
ス
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
を

拡
充
し
ま
す

区
で
は
、
情
報
化
社
会
の
発
展
に
あ

わ
せ
、
区
民
へ
の
情
報
提
供
の
強
化
の

た
め
、
区
政
情
報
を
フ
ァ
ク
ス
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り
出
せ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。
区

民
の
方
が
自
宅
に
居
な
が
ら
必
要
な
時

間
に
情
報
を
得
ら
れ
る
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
膏
の
ざ
し
ま
す
。
今
年
度
中
に

実
施
で
き
る
よ
つ
凖
備
し
て
い
零
歹
。

区長へのファクス
FAX3880- 5678 を
区長室に設置しました

「区民の声」の流れ

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定

～
政
策
会
議
～

区
の
政
策
や
意
思
を
決
定
す
る
最
高

の
機
関
と
し
て
今
ま
で
「
庁
議
」
が
あ

り
ま
し
た
が
、
月
に
一
回
程
度
の
開
催

で
し
た
。
今
回
意
思
決
定
の
迅
速
化
を

図
る
た
め
、
新
た
に
「
政
策
会
議
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
会
議
は
、
区
長
が
主

宰
し
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
が
出

席
す
る
ほ
か
、
企
画
部
長
、
総
務
部
長
、

議
事
に
関
係
す
る
部
長
の
少
数
で
構
成

し
ま
す
。
区
の
基
本
方
針
や
重
要
案
件

の
審
議
と
決
定
を
し
ま
す
。
開
催
は
必

要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
、
仕
事
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
「
区
民
の
声
」担
当
部
長
(
参
事
)

(
3
8
8
0
)
5
8
3
9
(
直
通
)

区
政
最
前
線

私
は

、
当
選
し
て
初
登
庁
し
た
そ
の

日
に
臨
時
の
庁
議
を
閧
き
ま
し
た

。
そ

の
際
、
区
政
を
一
刻
も
早
く
正
常
化
し

、

公
約
の
実
現
を
図
る
た
め
す
ぐ
実
行
に

移
せ
る
も
の
は
着
王
J

る
よ
う
指
示
し

ま
し
た

。
ま
た

、
区
民
の
声
を
直
接
聴

け
る
よ
う
に
区
長
室
に
フ
ァ
ク
ス
を
趾

き

、
そ
の
声
を
区
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
な
「
窓
口
」
組
織
を
つ
く
る
よ
う
に

も
指
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
さ

ら
に

、
意
思
決
定
を
迅
速
に
す
る
た
め

、

会
社
で
い
う

「
重
役
会
議
」
を

「
政
策

会
議

」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

、
ス
ピ
ー

ド
を
重
視
し
た
行
政
を
実
現
し
た
い
と

思
い
ネ
す
。

7
月
の
庁
議
で
は

、
さ
ら
に
い
く
つ

か
の
項
目
を
庁
内
各
部
で
早
急
に
検
討

し

、
そ
の
実
現
に
最
大
限
の
努
力
を
払

う
よ
う
指
示
し
ま
し
た

。

た
と
え
ば
、
財
政
健
全
化
を
図
る
と

と
も
に
常
磐
新
線
や
舎
人
新
繚
の
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
新
線
基
金

の
取
り
崩
し
た
分
を
1
9一
億
円
返
済
す
る

こ
と
や
、
な
か
嬉
m

状
態
に
な
っ
て

い
る
行
政
の
改
革
を
再
び
前
進
さ
せ
る

た
め
の
指
示
で
す
。

ま
た
、
区
民
の
生
活
に
と
っ
て
緊
急

な
課
題
で
あ
る
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
や

旧
本
庁
舎
跡
利
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
取
り
組
み
を
閧
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
公
約
を
実
現
す
る
た
め
、
9

月
の
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
も
な
も
の

は
、
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、
在
宅
介

謾
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
オ
ウ
ム
真
理
教
対

策
・
旧
本
庁
舎
跡
利
用
対
策
の
経
費
で

す
。公

約
を
着
実
に
、
か
つ
、
で
き
る
だ

け
早
く
実
施
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の

考
え
で
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康

術
/
あ
な
た
の
相
談
室

4
・
5
面
▽
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
特
集
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
訪
問
　
足
立
社
会

保
険
事
務
所

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
た
ず
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(

障
害
手
当
)

対
象
=
2
0
歳
未
澳
で
心
身
に
障
害
が
あ

り

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
・・・
知
的
障
害
で
愛

の
手
帳
1

～
―
度
/

身
体
璋
害
で
身
体

障
害
者
手
帳
―

‥
2
級
/

脳
性
ま
ひ
ま

た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
所
得
制
限

を
超
え
る
方
や
児
童
が
施
設
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

月

額
H
1

万
i

千
5
0
0円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3
級
程
度
吏
ほ
愛
の
手
帳
I
A

度
。
3
度
は
診
断
書
が
必
要
)
を
も
つ

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
・
:

所
得
が
限
度
額
以
卜
豕一
る
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
晋
が
障
害
を

理
廖
チ

る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者

で
あ
る

月
額
H
靈
度
5

万
1

千
5
5
0

円
/
中
度
3
万
4
千
3
3
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

所
得
制
限
、
申
請
に
必
要
な
も
の
な

ど
、
く
ゎ
し
く
は
お
問
い
乙お
せ
ぐ
だ

さ
い

申
・
問
先
H
児
童
手
当
係

(
乳
)
医
療
費
助
成
制
度

1
0月
か
ら
所
得
制
限
が
変
わ
り
ま
す

―
歳
以
上
～
―
歳
の
就
学
前
(
3
月
3
1

日
ま
で
)
の
乳
幼
児
を
餐
育
し
て
い

て
、
前
年
所
得
制
限
を
超
過
し
た
方
は
、
1
0

月
か
ら
1
0年
(
1
月
～
1
2月
)
の
所

得
で
の
判
定
に
褻
冐
ま
す
。

所
得
制
限
(
―
歳
未
満
は
所
得
制
限

な
し
)
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば
、
乳

幼
児
に
か
か
る
保
険
診
療
に
よ
る
医
療

費
の
自
己
負
袒
芬
を
助
既
し
ま
す

。
申

請
受
付
は
9

月
1

日
團
か
ら
で
す

。

な
お
、
9
月
ま
で
は
9

年
(
1
月
～
p
一

月
)

の
所
得
と
旧
所
得
限
度
額
で
判
定

し
ま
す

。

対
象
=
区
内
在
住
で

、
国

保
や
杠
会
保
除
汳

ど
の
医
療
保
険
の
加

入
者
(
牛
居
保
護
受
給
者
・
施
設
入
所

者
・
里
子
・
爾
旻
給
者
・
謦
蓊
者
の

乳
幼
児
ば
除
く
)

所
得
制
限
の
限
度

額
=
所
得
税
法
に
規
定
す
る
控
除
対
象

配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
等
の
人
数
に

よ
り
、限
度
額
が
決
ま
Q
ま
す
(
表
1
)

所
得
判
定
の
方
法
=
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
(
父
ま
た
は

母
、
父
母
が
い
な
い
場
合
は
養
育
者
)

の
1
0
年
の
所
得
か
ら
各
種
控
除
(
表
2
)

黔
差
し
引
い
た
所
得
が
所
得
制
限

の
限
度
額
未
澳
で
あ
れ
ば
。
助
成
が
受

け
5
れ
ま
す

※
所
得
と
は
、
給
与
所

得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
。
そ

の
他
の
所
得
者
は
収
入
か
ら
必
要
経
費

を
控
除
し
た
金
額
を
い
い
ま
す

申
・

問
先
=
泌
墨
雖
係

表1　
( 乳) 医療費助成制度
所得制限の限度額

表2　( 乳) 医療費助成制度控除額一覧定 例払月 で す
・高齢者福祉手当
・人工肛門用装具等購
入費助成金

・心身障害者福祉手当(
区制度)

・難病患者福祉手当

□
高
齢
者
福
祉
手
当

8
月
2
5
Eご
ろ
に
4
月
～
7
月
分
の

手
当
を
振
り
込
み
欒
T
。

□
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

8
月
2
5日
ご
ろ
に
助
成
金
を
振
り
込

み
ま
ぎ一
。
表
4
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
手
瑩
審
し
て
く

だ
さ
い
。

・
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)
・

難
病
懋
者
福
祉
手
当

8
月
2
5貶

」ろ
に
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
。
表
5
、
6
に
該
当
す
る
方
で
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
高
齢
給
付
係
、
障
害
給
付

係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

表4　 人工肛門用装具等購入 費助成金

表5　 心身障害者福祉手当

表6　 難病患者福祉手当 対象疾病

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど

の
理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は

随
時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

年
齢
に
よ
っ
て
は
空
き
の
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
管
轄
の

福
祉
事
務
所
(
表
3
)

介
護
保
険
Q
&

A

第12回

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

Q
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
の
で

す
が
、
相
談
を
す
る
窓
口
は
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
?

A
相
談
窓
口
は
大
粤
ぐ
分
け
る
と
2

種
類
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
区
の
窓
口
で
T

。
介
護
保

険
課
、
福
祉
事
務
所
な
ど
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
亊
業
者
に
つ
い
て
の
儕
報
提
供
を

し
た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
を
行

い
ま
す
。「
要
支
援
」「
要
介
護
を
認
定

さ
れ
ず
に
介
護
保
険
の
給
付
の
対
象
と

夕
卮
い
變
扈
様
々
な
相
談
を
行
い

孚

。

二
つ
目
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
、
社
会

福
祉
法
人
や
医
療
福
祉
法
人
、
民
閧
企

業
な
ど
が
薄
子

る
相
談
機
関
で
す
。

こ
こ
で
は
区
の
窓
口
と
同
様
に
介
護
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
と
と
包
に
、
介

護
計
画
の
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で

耋
手

。

な
お
、
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

に
よ
り
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

耋
手
一
。
ま
ず
、
介
護
計
画
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
な
ど
に
自
分
の
受

け
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る

事
業
者
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。
介
謾

支
援
専
門
員
は
サ
1
ビ
ス
提
供
事
業
者

と
連
絡
麌
と
り
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期

や
内
容
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
、
介
護

計
回
を
作
笋
¥

ヂ
。
サ
ー
ビ
ス
は
こ

の
介
護
計
画
に
基
弓
い
て
行
わ
れ
る
の

で
充
分
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
芝

利
用
者
か
ら
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

量
と
質
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
サ
ー
ピ
ス
事
業

者
の
育
成
、
誘
導
を
実
施
し
て
ま
い
り

ネ
7
。

《
介
護
保
険
課
》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権

と
差
別

基
本
的
人
権
は
、
侵
畜

」と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
憲
法
に
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
す

、
現
実
の
杠
会
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
差
別
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ぱ
女
性
差
別
で
す
。
女
性
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
男
性
と
差
別
さ
れ
、

社
会
的
に
不
利
益
な
扱
い
を
尋
吁
て
い

る
状
況
が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
n
亟
夛
。

女
子
学
生
に
対
す
る
貎
職
差
別
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
(
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
な
ど

は
、
し
ば
し
ば
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
叮
あ

げ
ら
れ
て
い
求
す
。

心
身
に
障
害
夲
痔
つ
人
が
、
い
わ
れ

の
な
い
差
別
夲
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
障
害
が
い
か
に
重
く
て
も
、
人
閧

と
し
て
の
尊
厳
は
少
し
も
櫚
な
わ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
牛
豕
れ
な
が
ら
に
、

人
格
と
生
命
は
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
、
外
国
人
、H
I
V

感
染
者
な
ど
の
盖
別
も
あ
吟
汞
歹
。

差
別
は
、
差
別
童
炙
T
(
と
さ
れ
る

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
差

別
を
わ
か
っ
て
い
て
、
知
ら
ぬ
ふ
り
を

し
て
い
る
人
や
止
め
な
い
人
は
、
間
接

的
に
差
別
に
加
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
芸
笳

「
差
別
を

しな
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
強
く
持
つ
て
、
差
別
を

な
く
す
た
め
に
行
勵
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
罵

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
ヘ
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8
月
下
旬
に
(
障
)
医
療
証
を

お
送
り
し
ま
す

帶
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
が
9

月
1
日
で
曰
基
お
り
ま
す
。
現
在

臟
區
療
助
成
制
度
を
受
け
て
い
る
方
で
、9

月
1
日
以
降
も
該
当
す
る
方
に
は
、8

月
下
旬
に
新
し
い
医
療
証
を
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、1
0年
中
の
所
得
が
基
凖

を
超
え
た
方
に
は
、
消
眞
通
知
を
送
付

し
求
す
。9
月
上
旬
に
な
っ
て
も
「
届

か
な
い
」
な
ど
、
不
叨
な
点
が
あ
る
と

き
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

先
=
医
療
助
成
係

(
老
)
老
人
保
健
法
医
療
制
度

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
7
0歳
以

上
の
方
は
、
す
べ
て
の
方
が
老
人
保
健

法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定

の
璋
害
を
お
持
ち
の
方
で
6
5歳
以
上
の

方
も
申
請
に
よ
り
老
人
保
健
法
の
医
療

制
度
(
障
害
認
定
)
の
対
象
と
な
n
ま

す
。

※
一
定
の
障
害
と
は
身
体
障
害

者
手
帳
I
～
3
級
(
4
級
の
一
邵
を
含

む
)
、愛
の
手
帳
―
～
2
度
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
幔
1
～
2
級
、
国
民
年

金
障
害
年
金
1
1
2
級
、
老
人
性
痴
ほ

う
症
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
方
で
す
　

な
お
、
退
職
国
保
加
入
の
方
が
こ
の

手
続
き
童
ごれ
ま
す
弖

般
国
保
に
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
医
療
助
成
係

「
卒
寿
」家
庭
の
方
ヘ

換
気
扇
を
無
料
で
清
掃
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社

会
奉
仕
活
勣
の
一
環
と
し
て
、卒
寿
(
9
0

歳
)
家
庭
の
換
気
扇
掃
除
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

期
間
日
9
月
1
日
～
1
1月

3
0日

対
象
H
H

年
4
月
1

日
現
在
で

熈

竄
(

明
治
4
1
年
4

月
2

日
～
明
治
4
2

年
4
月
1

日
生
次
れ
)
の
方
が
居
住

す
る
世
帯

内
容
=
一
般
家
庭
用
換
気

扇
の
清
掃

申
込
=
電
話

期
限
日
8

月
3
1
日
}

粢

卮

、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い

る
白
寿
(
9
9歳
)
家
庭
の
ふ
す
ま
・
障

子
の
無
料
張
り
晉
え
を
今
年
も
実
施
し

ま
す
。

申
・
問
先
=
曲
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

歯

周

病

健

診

□
2
0歳
～
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
程
等
=
表
7

内
容
=
歯
周
訶
な
ど

の
歯
科
健
診
/
健
康
教
室
/
相
談

定

員
H
各
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
希

望
日
奮
蕪
籥
話
袤
た
は
窓
口
へ

□
4
0歳
～
6
0歳
ま
で
の
区
民

場
所
=
区
内
実
施
歯
科
医
院

期
間
川
1
2

年
3
月
3
1日
ま
で

内
容
川
歯
周
訶

な
ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
H
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
、「
歯
周

訶
健
診
希
芦

と
叨
記

※
後
日
、
受

付
四
苫
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
保

健
予
防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
―
-
1
7
1
1

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料

※
節
目
健
診
に
お
け
る

歯
周
訶
予
防
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
方

お
よ
び
現
在
歯
ぐ
き
が
は
れ
て
い
る
な

ど
の
急
性
症
状
が
あ
る
方
は
除
く

表7　20歳～39歳の歯周病健診

※ いずれも、受付時間は午後1 時15 分～2 時30 分

食
と
健
康
教
室

体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
ダ
イ
エ
ッ
ト

体
脂
肪
夸
上
手
に
減
ら
す
方
法
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
日
9
月
1

日
・
2
2日
・
1
0月
1
3日
、
い
ず
れ
も

水
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

内

容
川
脂
肪
を
と
り
過
ぎ
な
い
た
め
の
食

生
活
/
自
宅
で
で
き
る
簡
単
体
操

定

員
日
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
目
電
話

場
・
申
・
問
先
目
足
立

保
健
所
栄
養
指
導

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(直
通
)

ふ
た
ご
の
会
(
ぽ
か
ぽ
か
の
会
)

会

員

募

集

双
子
の
親
子
が
集
ま
り
、
交
流
し
な

が
ら
双
子
育
児
な
ら
で
は
の
大
変
さ
や

楽
し
さ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
H

毎
月
I
回
、
午
前
1
0時
Å
‥‥一
時
3
0分

対
象
日
管
内
在
住
の
双
子
の
親
子

申

込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
H
東
和
保

健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ア
ル
コ
ー
ル
を
科
学
す
る

ち
ょ
っ
と
肝
臓
が
気
に
な
っ
て
い
る

方
へ
の
講
座
で
す
。

日
時
川
8
月
3
0

曰
㈲
、
午
後
1
時
3
0分
～
4

時

講

師
川
後
藤
恵
氏
(
成
増
厚
生
訶
院
医

師
)

定
員
日
3
0人

費
用
日
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
川
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高
脂
血
症
予
防
教
室

～
検
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に

役
だ
て
る
た
め
に
～

日
時
=
9
月
6
日
・
1
3日
、
い
ず
れ
も

月
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

対
象
日
成

人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実
施
)

を
受
け
た
方

※
受
講
時
に
成
人
健
診

結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

内
容
日

▽
講
義
…
「
高
脂
血
症
に
つ
い
て
」
。

「
食
事
の
エ
夫
」、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

マ
実
技
・
:「
身
体
を
動
か
し
て
み
よ

う
」・
「
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
」

定

員
日
4
0人
(
先
箝
順
)

費
用
日
無
料

申
込
川
電
話

場
・
申
・
問
先
目
中
央

本
町
保
健
相
談
所(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

重
度
障
害
者

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
助
募
集

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

※
璋

害
保
璋
付
き

日
時
川
1
0月
7
一日
團
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
=
佐
野

セ
ン
タ
ー

対
象
川
1
8歳
以
上
で
健
康

な
方

内
容
日
重
度
璋
害
者
の
介
助
補

助

定
員
日
若
千
名

申
込
日
電
話

申
・
問
先
目
東
部
璋
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
生
活
実
習
係(

5
6
8
2
)
5
3
7
0

ワンポイント 健
康 術

【アクアタイムでリフレッシュ( 2) 】

先月号のアク アエクササイズはいかがでした か。水中を歩くだけ
でとてもいい 運動をし ているなんて、ち ょつと得し た感じ ですよね。
今回はおもに 水の抵抗を使 つた部分運動を 紹介し ます。きっと引

き締まったカラダ になるでし ょう。肩こりや腰 痛にも 効果的です。

《( 1) ショルダー・サークル》
肩まで水につ かり 、
両腕を水平に 伸ば
し たまま肩を中心
に円をま苗くよう に
回す。

《( 2) ティーアーム・プル》
両手をそろえて前
に伸ぱし、そのま
ま左右に大きく広
げ、元に戻す。

手のひらを下に向
けて腕を下ろし元
に戻す。《( 3) ウォーター・プル》

両手を伸ばして そろえ、
引き戸を開け るような
要領で横方向に 動かす。

《( 4) ニースイング》
ひざをそろえて胸に引きつける
運動。プールサイドに背を向け
てつかまり、腰を中心に左右に
引きつける。《( 5) ヒップ・ツイスト》

両足をそろえて腰をひねりなが
ら軽くジャンプする。
両手は足と反対側に回し、バランスをとる。(プールサイドに
補まらないで④を行うような感
じで)
《最後にリラックス》
頭の下にビート板を敷いたり、足をプールサイドにのせて浮力でゆ
ったりと浮いて、心もカラダもリラックスしましょう。

※ 慣れてきたらビ ート 板やヘルパーなどを持って、さら に水の抵抗
を強くし てもいいです ね。今までプ ールなんて… と思 ってい た人 も、
目先を 変えてチ ャレン ジし まし ょう。

《体育課》

あなたの相談室 場所= 区役所北館2 階 費用= 無料
問先= 広聴 相談係 　3880- 5111 ㈹

秘密厳守

※ 土曜・日曜・祝日はお休みです
◎ 住宅修繕をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を紹介し ています。電話でお
申し 込みください。

政
治
家
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

盛
夏
夲
迎
え
、
ま
つ
り
や
花
火
大
会

な
ど
、
様
々
な
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
政
治
家
か
ら
差

し
入
れ
の
申
し
出
を
受
け
た
り
、
逆
に

政
治
家
に
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
公
職
選
挙
法
で
は
、
政

治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内
の
方
に

寄
附
を
出
掌

」と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ

、
有
権
者
が
政
治
家
に
求
め
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
寄
附
に
は
金
一
封

だ
け
で
な
く
、
酒
や
飲
食
物
を
盖
し
入

れ
た
り
、
タ
オ
ル
や
氣
石
を
配
る
こ

と
も
含
ま
れ
ま
す
。
政
治
家
が
こ
れ
に

違
反
し
た
り
、
有
権
者
が
寄
附
を
強
要

す
る
と
刑
罰
を
受
け
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
町
内
の
夏
ま

つ
n
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
贈

ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取
ら
な
い
」

ル
ー
ル
夸
心
が
け
る
こ
と
が
、
き
れ
い

な
政
甘
洫
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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女
と
男
が
創
る
新
世
紀
へ

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
特
集

お問い合わせは
女性総合

センターへ
3880- 5222

平
成
1
1年
6
月
1
5日
、
国
会
で
『
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
』
が
成
立
し
ま
し
た
。
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
が

共
に
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
等
し
く
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
法
律
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

区
で
は
男
女
平
等
行
政
の
推
進
組
織
と
し
て
、
昭

和
6
3年
に
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
現
在
。

『
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
あ
だ
ち
H
-
第
二

次
足
立
区
女
性
行
動
計
画
(
平
成
8
年
3
月
改
訂
)
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
等
へ
の

女
性
の
参
画
促
進

行
動
計
回
は
、
5
項
目
の
男
女
共
生

の

ま
ち
づ
く
り
盟

点
プ
ラ
ン
を
掲

げ
て

い
ま

す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
区
で
段
置
す
る

「
審
議
会
・
委
員

会
な
ど
へ
り
ヌ
性
の

参
画
促
進
」
が
あ
ひ

尽
歹
。
広
く
女
性

の

人
材
登
用
に
男
め

、
女
性
委
員
の

割

合
袤
J
%
に
す
る
こ
な
を
目
噤
に
取
り

組
ん
で
い
座
夕
。
」ふ
」な
が
ら
、
表
I

か
示
す
ふ
つ
に
登
用
が
進
ん
で
い
る

と
は
、
ま
だ
ま
だ
夥
凡
ま
せ
ん
。

今
陂
、
審
議
令
な
ど
の
委
鳧
改
選
時

ご
と
に
女
簗
葛
衆
膃
禺
に
増
彝
し

て
い
ぐ
必
要
か
あ
り
軍
歹
。

表1　 女性の参画状況( 11年4月1日現在)

区
民
参
画
型
の

事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す

女
性
の
つ
ど
い

女
性
の
参
政
権
戞
碍
歌

配
念
し
、
毎

年
テ

ー
マ
を
豕
汽
て
閧
催
し
て
い
事

歹
。

足
立
X
女
性
団
体

葵

茘

と
区
と
で
実

沂

委
昌

を
謚

し
。
今
年
は

一
女
と

屶
で
創
る
新
時
代
」
歌
ア
ー
マ
に
男
女

共
同
参
両
社
会
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま

し
た
。

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

足
立
区
女
性
団
体
登

訟

と
区
と
の

共
催
事
業
と
し
て

、
今

年
刄

均
年
目
を

迎

蘂

ヂ

。

昨
年
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
特
に
子

ど
虱
棊
遠
忌

迴

に
焦
点
奮
E

て
、「
今

を
牛
菩
る
子
尸
石

た
ち

」
啻

ア
フ
マ
に

事
罔
発
表
、
写
真
展
な
ど
か
行
わ
れ
、

足
立
区
の
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
知
る

よ
い
領
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
「
2
1
世
紀
の

光
と
風
の
中

へ
」
を
ア
ー
マ
に
、
1
0月
2
3日

出
・
2
4

日

冊
の
2

日
間
閧
催
し
ま
す
。

魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
多
取
企
画

し
て
い
空

季

心

で

、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

「
生
き
方
」
再
発
見

魅
力
あ
る
講
座
を
開
催
中

事
業
へ
の

夢
を
か
た
ち
に
す
る
「
女

性
起
業
家
支
援
乕

、ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ

ー
(
恵

の

視
点
で
男
ら
し
g
烝

閊
い

巨
し

、
男
の

倅
両
方
の
多
様
性
を
共

有

す
る
癇

性
セ
ミ
ナ

ー
)
、
今
ま
で

、
当

た
り
前
と
思
わ
れ
了

葱

生
き
方
を
考

え
る
講
座
「
女
性
大

学
」
や
、
「
出
前
講

座
」
な
ど
か
あ
り

不
す
。
講
座
?

つ

で
あ
る
『
女
吽
屈
某
冢
支
援
塾
』
か
ら

は
、
1
7
人
の
起

業
冢
が
牛
蛋

れ

ホ
じ

た
。

ア
メ
リ
カ
の

経
済
再
生
は
女

性
が
り

心
引
と

も
I慕
わ
れ
、
社

長
の
4
0
%
は
女

性
で

す
。
日
本

経
済
の
発
展
に

も
、
女
性
の
活

躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま

す
。

男
女
か
共
に
平
等
な
社
会
を
作
呈

げ
て
い

く
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
開
催
さ

れ
る
講
座
(
表
2
)

を
戞
講
し
て
み
ま

せ
ん
か

。
ご
参
加
お
ま

鳶
し
て
い
ま
す
。

※
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ

ー
」
と
ほ

、
男

ら
し
ぶ
や
女
ら
し
さ
に

基
づ
く
固
定
的

な
男
女
の
役
割
か
ら
自
山
で
、
男
女
平

等
な
社
会
進
出
の
機
会
や
、
冢
庭
員
任

の
分
枳
泰
め
ざ
す
こ
と
で
す

▲ 「 女 性 起 業家 支 援塾 」 を 卒 業 し た 有 馬 真紀 子 さ

ん 。 千 佳 中 居町 で 「リ サ イク ル 」 シ9 ツ プ を開 業
し 、 活 躍 中

表2　 これから開催される主な講座

※ くわしくは、各講座の開催時期に「あだち広報」に掲載

女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン

～
再
就
職
を
め
ざ
し
て
～

女
性
の
愬

冦

出
か
進
む
一
方

、
結

婚
・
出

産
・
育
児
な
ぢ
I

碾

す
忝
艾

性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

。
本
講
座
で

は

。
再
就
職
・
起
業
な
ぐ

薯

痼

す
る

情
報
の

扼
供
と

、
就
業
中
断
期
間
に
対

す
る
不

安
受

聨
消
す
る
た
め

、
最
薪
の

労
働
事
賃

冫

蛬

学
び
量

す
。

日
程
日
表
3

対
象
H
区
内

在
住
・
在

動
・
在
学
の
男
女

定
員
卜
4
0人
(

抽

選
)

費
用

卜
無
料

申
込
卜
往
復
(

ガ
キ
に

庄
所

、
氏
名
ラ

リ

ガ
ナ
)
。
年

齢
、
性
別

、
電

話
番
号

、
希
諂
理
由

、

「
女
性
セ
ミ
ナ
-
J
A

萌

記

※
保
弯
(
2

歳
以
上
学
齢
前
露

子
さ
ん
)

を

希
望
ず

る
万
は

、
お
子
さ
ん
の
名
加

、

性
別
、生
年
月
口
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
期
限
日
8
月
2
5
日
必
着
場
・

申
・
問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
フー
T

1
2
3
・
9
卜
梅
川
7
-
一
3
3
-―

表3　 女性セミナー11 日程表

● いずれも眄祠は、午後日畤45分～日眄杤分

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
室
に

女
性
が
持
つ
様
々
な
悩
み
に
、
女
性

問
題
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す

。「
こ

ん
な
こ
と
滲
9

い

て
も
昏
つ
の
は
恥
す
か
し
い
」「
自
分
の

問
題
は
日
分
だ

け
で

解
決
す
る
」
な
ど

と
無
聊

芒

愚

い
で

、
一
度
相
談
室
に

い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か

。
相
談
時
間

卜

肓
週
穴
・
金
泥
囗

午
前
1
0時
1

午
後

4
時

耳
通

水
・
木
曜
日

午
後
7
蒔

～
午
後
8

時

相
談
方
法
u
覆
話
予
約

制相
談
専
用
昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

※
個
人
の
秘
密
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
錨

安

全
に
守
・
お

ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご

相
談
く

だ
さ
い

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
貸
し
出
し
中

情
報
資
料
室

「
情
報
セ
ン
タ
ー

」
の
機

能
を
も
つ

。

情
報
資
料
室
も
あ
り
康
可
。男
女
平
等

の
俔
点
に
た
っ
た
図
癬
、
行
政
資
料
、

雑
誌
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
湊
桐

供
し

て
い
ま

す
。

閲
館
日

卜
祝
日
、
年
末
年
始
を
啄

く
毎

口
(

特
別
篶

日
廏

く
)

利
用
時
間

卜
午
加
9

時
1

午
優
5

時
(

毎
週
水
曜
口
は
午

後
8
時
ま
で
利
川

で
章
里

と

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
で
活
動
中
!

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

『
ヴ
ィ
・
ア
イ
ム
』

発
見
し
ま
せ
ん
か
?

本
来
の
自
分
を

私
た
ち
の

心
の
具
に
閉
じ
こ
め
ら

れ

て
い
る

様
々
な
哂
哂
や
経
験
か
、
木
来

り
口
分
を
ゆ
が
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り

欒
歹
。
自
分
の
言
葉
で
正
直
に
諂
る
こ

と
刄

閉
じ
こ
め
ら

れ
た
思
い
が
解
き

放
た
れ
い
口
分
臼
身
を
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ほ
か

突

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

で

、
自
分
を
見
心
し

、
。新
し
い
自
分
を

発
兄
す
る
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と

も
で

夸
Q
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

自
分
や
、
口
分
と
は
晦
な
る
体
験

、

惑
膊
を
痔
つ
他
名
を
受
け
人
れ
別
解
し

所
つ

」と
で

、
私
た
ち
は
様
々
な
こ
だ

わ
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
4
ま

す
。

そ
ん
な
便
し
い
ヴ
ィ

ー
ア
イ
ム
の
グ

ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
に
ま

せ
ん
か
。

豈

蹈

日
時
な
ど
、
く
わ
し
く
は
女
性

怩

宅

ン
タ
ー
ヘ
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い正

直
に
自
分
を
語
る
。
秘
密
厳
守

公
共
下
水
道
が
で
き
た
ら
…

助
成
・
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
が
俚
1
9

ぶ
っ
に
な
口
ま

す

と
、
水
叭
化
で
す

器

箴

と
し
て
、
東

京
都
広
報
に
告
示
さ
れ
聿
7

。
水
洸
化

了

茗

地
域
の
方
は
、
告
尓
浚
3

乍
以

内
に
浄
化
佃
は
廃
止
工

亊
を
、
く
み

取

り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
と
都
で
は
、
霄

兀

の
負
担
を
9

な
く
す
る
た
め
、
助
成
や
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
岑
酘
け
て
い

廖
7

。

利
用
を
翦

孑

る
方
は
必
ず
工
事
酋

手
加
に
申
躋
し
て

ぐ
だ
さ
い
。

私
道
排
水
設
備
助
成
制
度

曷

渺

莉
用
し
て
い
る
家
庭
で
ほ

、

下
水
を
公
共
下

水
道
に
流
す
た
め
に
私

遭
に
俳
水
設
備
か
必
要
に
な
a
t

す
。

こ
の
排
水
設
爾

を
つ
く
る
場
合
一
定
の

条
伺
の
も
と
に

、
区
が
足
{
茗

憚
摩
工

事
費
の
8
0
～
9
0
%
の
助
成
令
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

条
件
日
幅
叫
か
口
m

以
上

の

ら
逎
に
2

戸
以

に
が
共
同
し
ア
洪

水

設
備
を
つ
く
る
ニ
匕
/

く
み
取
り
便
所

(
し
尿
浄
化
櫚
を
含
む
)

を
た

だ
ち

に

水
洗
式
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
y
七
/

処

理
区
堺
冫
な
っ
た
口
か
ら
3

年
以
内
に

申
誚
す
Q

も
の
で
あ
る
こ
と

私
道
整
備
助
成
制
度

私
道
の
簡
易
舗
装
を

希
單
歹
る
方
は

区
か
定
め
る
襟
凖
工
事
費
の
8
0
～
9
0
%

の
助
成
金

が
受
け
ら
れ
ま

す
。

条

件
H
嵋
貝
が
1
.
2
m呈

で
利

用
戸

歇
が
2

戸
以
上
で

あ
る
こ
と

水
洗
化
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
利
子

補
給
制
度

水
洗
化
工
事
(

水
洸
便
所
へ
り
吸
造
、

浄
化
棡
の
切
吋
持
え
、
排
水
設
爾
の
設

葭
)
に
あ
た
り
、
資
傘

竺

時
的
に

支

出
す
る
の
が
困
難
な
方
に
対
し
て

、
一

定
の
条
件
の
も
と
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を

行
い
。
利
子
の

一
部
奮

蛸
枳

崟

す

。

条
件
卜
資
金
を
一
時
的
に

支
出

す
る
こ

と
が
困
難
で

あ
る
が
借
入
金
の
分
割
返

済
能
力
が
苳
夕
と
認
め
瓦

る
こ
と
/

特
別
区
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

/
迎
帯
保
証
人
か
い
る
こ
と
(

現
に
こ

の
融
資
の
迎
帯
保
証
を
し
て
い
な
い
こ

と
)

融
資
あ
っ
せ
ん

額
お
よ
び
利
子

補
給
額
日
5
万
円
以
上
3
5万

円
以
内
/

元
金
均
等
割
賦
返
済
3
6ヵ
月
以
内
/

年

利
2
.
9
%
(非
課
税
世
帯
は
利
子
の
す
べ

て
を
区
か
負
蝎

そ
れ
以
外
は
利
用
者

負
廻
I
・
4
5
%
)
/

区
取
歿

塔

機
関

に
あ
っ
せ
ん

I

い
ず
れ
や

卜
匚

申
・
問
先
卜
計
画
調
整
課
助
成
係

合
(
a
)
5
1
1
1

㈹

東
京
都
の
水
洗
便
所
助
成
制
度

く
み
取
口
便
所
を
枩
5
化
す
る
樊
=

に
、
東
京
都
か
ら
次
官

つ
な
助
成
企

が
受
ワ

ワ
れ
家
す
(
手

続
瀲
ほ

工
事
晒

が
代
行
し
軍

す
)
。

条
件
・
助
成
額
卜

水
洸
化
で
淘
叉
で
必
つ
に
な
っ
て
3

年
以

内
で

、
皀
帯
全
M
の
総
所
愆

詬

が
汕

万
円
禾
攅
の
世
帯
(
助
眺
額
6
万

円
)
/

生
活

保
謖
皀
帯
と
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
夕

星

居

困
窮
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

(
助
成
額
3
9万

了
千
円
以
内
)

申
・

問
先
卜
東
京
都
下
水
通
局
北

部
第
二
管

理
事
務
所
業
務
課

昔
(
a
9
7
)
2
4
5
2

10年度末の足立区下水道晋及率
足立区における公共下水遁の耆及人口は、9 年度より3, ?5ヨ人増加し、晋及率も99. 2%

まで達成

東京都四区は平成E 年以陪、鉞成mo% ※ 磯成心〕%とは西及率泗. 5%以上を示i

雨
水
浸
透
施
設
(
各
戸
貯
留
・

浸
透
施
設
)
に
助
成
し
ま
す

集
巾
豪
雨
時
の

水
害
岑
防

ぐ
た
め
に

は
、
雨
水
を
下

恋
心
に
爾
亳
了
勉
ド
に

染
み
込
ま
せ
た
り
、
J

時
的
に
貯
留
し

て
再
利
用
し
た
り
す
る
工
大
が
必
要
で

す
。
区
で

は
、
区
内
の
公
共

施
豕

大

概
訶

讀
刪

建
築
物
に
お
い
て
雨
水
浸

透
施
設
の
及

苣
奮

勁
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
区
内
で
陋
も
多
い

㈲
坡
鳶
占

め

る
の
は
佃
人
所
有
の
家
屋『乙
子

。
皆
さ

ん
の
ご
雰
庭
で
も
、
水
害
対
策
の
た
め

に
雨
水
浸
透

施
設
の
設
置
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

※
地
下

水
位
か
高
い
賜
所
や
刈
川
付
近

な
ど
一
部
地
域
な
ら
び
に
浸
透
施
泄
か

ら
公
共
下
水
道
に
接
碗
が
困
難
な
敷
地

な
ど
に
つ
い
て
は
助
嵎
で
癶
な

い
塲
自

が
あ
泌

ヂ

な
お

、
区
か
ら
助
成
金
の
交
付
決
定

を
受
け
る
加
に
エ

申
に
袒
戸

だ

塲
竒

に
は
助
成
參

恩
4
9

り
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

助
成
条

件
‥
敷
地
面
梢
5
0
0㎡
禾
鬲
の
個
人
所
有

の
冢
り
に
設
き
す
る
こ
と
/

区
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
設
ぎ
す
る
こ

と

雨
水
浸
透
施
設
と
は
?

M
根
に
降
っ
た
雨
水
を
ト
イ
か
ら
溌

凍
汞

す
(

穴
あ
き
の
ホ
フ
)
や
浸
譱
ト

レ
ン
チ
(

穴
窓

い
た
排
水
曹
)
を
と

お
し
、
地
下

に
浸
馮
百

せ
る

も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
豪
雨
時
の
下

水
道
へ
の

急
激
な
雨
水
流
出
か
茹

制
す
る
こ
と
が

で
孝
豕
す
。

申
・
問
先
り
計
岡
調
整
擽
助
成
係

e
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

雨 水 浸 透 施 設( 各戸 貯 留 浸 透)

訪
問

足
立
社
会
保
険
事
務
所

・

健
康
保
険
と
厚
生
年

金

社
会
保
険
串
務
所
ア
ほ

、
会
社
や
エ

纜

譱

く
人
を
対
取
と
し
た

政
謌

尿

肇

保
険
と
厚
生
年
金
保
険
の
事
務
を

行
つ
て
い
康

す
。
そ
の

う
否

笠

社
会

保
険
事
務
所
は
、
区
内
に
娶

狠

挈
宅
7

千
4
0
0件
の
事
業
所
と
そ
こ
に
勤
め
て

い
る
1
0
万
人
呈

の

従
業
氏
な
ど
の
窓

口冫

な

っ
て
い
廖
罵

従
業
員
が
採
用
さ
れ
た
場

合
の
資
格

取
得
届
や
退
職
し
た
珊
合
の

資
格
喪
失

届
な
ど

、
事
業
主
か
ら
出
さ

れ
る
各
種

届
癬
を
処
理
し
て
い
ホ
7

。
孝
卮

、
健

康
保
険
か
ら
は
、
被
保
険
者
が
訶
気
、

ケ
ガ
、
出
産
、
死
豈
な
ど
の
場
合
に
、

医
療
給
付
や
手
學

浤
が
支
給
さ
れ
ま
す

ま
た
、
被
扶
養
耆
訟

雖

の

給
付
が
受

ワ

り
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
か
ら
は

被
保
険

者
が
高
齢
、
障
害
、
死
亡
の
場

合
に

年
金
や
一
時
金
が
支
給
さ
れ
穿

す

基
礎
年
金
番
号
に
な
っ
て

こ

れ
ま
で
、
複
数
の
年
金
番
弓
を
持

つ
人
か
い
声

徊
励

、
平
成
9
年
1

月

か
ら
ひ

と
り
に
ひ

こ
つ
の
「
基
礎
年
金

番
号
」
を
持
つ

ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
社
会
保
険
事
務
所
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、
将
来
的

に
は
、
年
余

受
け
苓

旨

に
な
9

と
、

手
続
き
の
案
内
が
出
せ
る
ぶ
つ
に
な
り
、

年
金
の
受
給
も
れ
念

ほ

る
ぷ
つ
に

な

鞏

す
。

将
来
設
計
の
た
め
に

午
励
9

時
か
ら
午
後
4

時
3
0
分
ま
で
(

午
後
O
時
1
5
分
か
ら
1

時

を
除
く
)

年
金
の
相
談
室
を
設
け

、
将
来
受
け
ら

れ
る
年
金
の
見
込
み
額
や
年
金
の
騎
求

方
法
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
事
歹
。

そ
の
嘩
は
、
年
金
毋
嘸
、
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
、印
鑑
の
ほ
か
に
、過
去
に
勤

め
て
い
た
事
業
所
名
、
所
在
地
な
ど
の

職
歴
メ
モ
岑
痔

参
す
る
と
、
相
談
か
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
穴

ま
す

。

問
先
日

足

立
襲

屎

険
事
務
所
(

稜
噸
2
1
7
-
9
)

昔
(
3
8
4
)
0
1
1
1

年金の相談室

学

校
ア

ル

バ

ム

千寿第三小学校
千住大川町17- 1

【
教
育
目
育
】

平
和
な
民
主
国
家
の

一
日
と
し
て

の

人
間
尊
苡
の
吶
神
を
廼
う
と
と
も
に

、

情
換
豊
か
で
実
践
力

冊
涎
る

壥
や
か

な

児
童
の
口
吹
を
め
ぞ
す
。
そ
の
た
め

。

次
の
三
つ
の
目
樔
衆

塋

す
る

。

・
よ
く
考

又
、
工
夫
す
る
子

・
進
ん
で
じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
た

を
つ

く

る
7・

力
奕

お

せ
て

、
楽
し
い
生
炳
岑
于

る
子

【
沿
革
】

マ
大
正
1
0
年
4
月

千
寿
第
三
尋
常
小

学
校
開
校

▽
昭
和
7

年
1
0
月

千
寿
第

三
小
学

校
と
な
る

▽
昭
和
1
6
年
4

月

千
寿
第
一
。一国
民

学
校
と

な
る
V

日
和
1
8

年
7

月

千
寿
第
三
小
学
校
と
な
る

▽
昭
和
2
9
年
4

月

元
宿
小

学
校
分

離

冏
稜

〉
昭
和
3
8
乍
1
1
月

子

ど
も
郵

便

届
:
大

蔵
大
臣

、日

銀
総
裁
表
彰
V

昭

和
4
7
年
2

月

学
童
水
泳
優
秀
校
・・
・
日

家
水
佃
表

彰

▽
平
成
3

年
H

月

創

立
7
0

周
年
記
念

▽
平
成
8

年
1
1
月

花
い

っ
ぱ
い
運
動
4

年
連
統
最

優
秀

校

▽

平
戒
9

年
1
月

都
研
究
貝
発
表
会
(
算

数
)

〉
平
成
H
7

片

未
現
在

卒
笑

生
総
数
1

万
5

千
9
9
2人

▽
平
成
1
1
年
7

月
現

在
1
2
学
級

、
児
童
数
昂
人

【
稲
川
和
弘
校
長
か
ら
】

「
了
ど
も
が
集
ま

る
学
校
へ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

、
明
る
く
楽
し
い
学
万
妾

め
ざ
し
て
い
祟
罵

そ
の
た
め
に

、
区

教
龠
委
図
公
研

究
奨
励

校
と
し
て

研

究
・
実
践
を
し
て
い
ま

す
。

第三中学校
千住元町18- 17

【
教
育
目
標
】

生
命
と
人
間
尊
汞
の
精
神
を
基

調
と

し

、
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
痔
ち

、
社
会
の

変
化
に
対
応
し

、
国

際
社
会
了

匹
紹
で

蓆
る

知
・
徳
・
体
の

詞
和
官

れ
た
人

間
僅
裝
か
な
生
徒
の

育
涙
金

窗

ヱ
影

そ
の
具
現
化
の
た
め
に
下
記
の
敦
穴
し

櫞
麥
設
定
す
る

。

・
基
憬

采

奮
犲
に
つ
け
目
ら
考
ぶ

に、

実
践
す
る
甲
学
生
(
自
分
で
考
刄
進
ん

で
行
励
し
ぶ
ウ
)

・
互
い
に
敬
愛
す
る
碼
倹
些
か
な
中
学

生
(
お

。荏
い

に
尊
敬
し
協
力
し
よ
う
)

・
健

康
で
明
る
い
中

学
生
(

体
を
じ
ょ

う
ぷ
に
鍛
え
ぷ
つ
)

【
沿
革
】

品

谿
9

年
9
月

千
寿
高
等
小

学
校

(足

立
第
一
国
民
学
校
の
前
身
)

開
設

▽
昭
和
2
2
年
5

月

旧
足
立
第

。
国
民

学
校
校
舎
に
第
三
中
学
校
と
し
て

開
校
V

昭
和
2
5
年
～
2
7
民
3
7

年
～
3
9
年

区
立
中
学
校
連
合
体
育
大
会

『3
連
勝

旗
』
簔
剪
V

平
成
8

年
H
月

創
立
5
0

周
年
記
念

▽
平

成
1
1年
3

月
末
現

在

卒
業
生
総
数
1
万
1

千
5
8
5人

マ

平
改
H

年
7
月
現
僅
6

学
級

、
生
徒

数
1
9
9人

【
三

島

光
校
長
か
ら
】

生
徒
か
作
詞
・
作
曲
す
る
一
が

作
曲
」

を
学
級
別
に
発
表
す
る
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル

。
合
唱
す
る
生
徒

、
闃
亭
(

る
生
徒

、

感
動
で
戻
の
保
護
者

。
本
校
の
文
化
活

動
の
罰
点
で
す

。
明
る
ぐ
元
気
な
笑
頭

あ
ふ

れ
る
下
町
つ
子
か

集
う
学
校
で
す

。
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く
ら
し

の
情
報

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

年

金

国
民
年
金
推
進
員
が

夜
間
・
休
日
も
訪
問
し
ま
す

《
毎
日
が
年
金
相
談
日
》

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
年
金
制

度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

国
民
年
金
加
入
者
の
お
宅
に
唇
思
鞘

い
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
峭
や
加

入
喪
失
届
の
受
け
付
け
・
相
騨
な
ど
を

行
い
李
す
。
昼
間
留
守
の
方
に
は
夜
閧
(

午
後
8
時
ま
で
)
や
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
推
進
員
は
身
分
証

明
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
先
=

推
進
係

障
害
基
礎
年
金

「
現
況
届
」は

お
済
み
で
す
か
?

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、「
受
紿
者
現
況
届
しの
ハ
ガ
キ
寺
歹

で
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
国
民
年

金
課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。こ
の
「
現

況
届
」
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、1
0月
支

払
い
の
年
金
鷽
け
取
り
が
一
時
で
忝
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
人
の
所
得
制

限
額
が
8
月
よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
(

表
1
)
。

問
先
日
紿
付
係

表1　 受 給者本人の所得制限額

※ 上記金額を超える場合は全額停止になります

老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
方
ヘ

老
齢
福
祉
年
金
や
2
0歳
前
の
障
害
な

ど
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
が
、

ほ
か
の
年
金
(
厚
生
年
金
や
恩
給
な
ど
)

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
ま
で
受

け
て
い
た
年
金
に
支
払
額
の
調
忝
な
ど

が
あ
口
ま
す
。
新
た
に
ほ
か
の
年
金
を

鷽
け
ら
れ
る
ぷ
つ
に
な
っ
た
方
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

届
け
出
が
遅
れ
て
、
調
整
膏
て
ず
に
二

つ
の
年
金
を
受
け
て
い
た
塲
合
は
、
後

日
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問

先
日
給
付
係

国

保

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

事
倩
に
よ
り
保
険
料
を
甎
免
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
災
害
に
あ

つ
た
り
、
自
営
業
の
方
が
倒
産
・
破
産

し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端
に
減
少
し
、

一
時
的
に
生
活
困
難
と
な
っ
た
方
で
、

資
産
・
能
力
の
活
用
を
図
つ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
保
険
料
の
支
払
い
が
で
忝
な

く
な
っ
た
場
合

※
通
常
の
失
業
・
退

職
に
よ
る
収
入
減
な
ど
は
該
当
し
ま

せ
ん

内
容
川
減
免
は
申
請
月
以
降
分

か
ら
、6
ヵ
月
を
限
度

申
込
=
事
前

に
電
話
な
ど
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
資
格
賦
課
係

加
入
・
脱
退
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

□
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
社
会

保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参

□
退
職
し
た
ら

会
杠
な
ぐ
■
鰈
し
て
、
職
場
の
健

康
保
険
を
脱
退
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶

養
家
族
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
壬
啻
罨
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
生

活
保
護
受
給
中
の
方
、
在
留
期
閧
が
1

年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は
除
ぐ
)
。
申

込
=
退
職
証
明
書
(
離
職
票
)
等
、
国

民
健
康
保
険
証
(
す
で
に
家
族
の
方
が

加
入
し
て
い
る
と
き
)
、
年
金
証
書
(
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
を
受
給
次
た
は
受

給
資
格
の
あ
る
7
0歳
未
満
の
方
)
を
痔

参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

問
先
=
資
格
賦
課
係

生

活

環

境

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区

再
開
発
施
行
地
区
の
公
告
と
縦
覧

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
第
一
種
市
街

地
再
閧
発
事
業
の
施
行
地
区
と
な
る
区

域
が
公
告
さ
れ
ま
す
。
区
域
内
の
宅
地

に
つ
い
て
禾
登
記
の
借
地
権
を
お
持
ち

の
方
は
、
縦
覧
閧
始
の
日
か
ら
3
0日
以

内
に
申
告
の
手
続
が
必
要
で
于

。

縦

覧
期
間
=
8
月
1
2日
～
3
1日
(
土
・
日

曜
日
を
除
く
)

対
象
=
西
竹
の
塚
一

丁
目
お
よ
び
二
丁
目
の
一
部

場
・
問

先
=
都
市
閧
発
課
竹
の
塚
調
整

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
都
・
下
水
道

局
北
部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
叺
重
Å
5
面
を
齡
照
)

問
先
=

計
回
調
整
課
助
成
係

表2　 水洗化可能地域

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
　集
団
回
収

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出
卓
(

切
延
餤
(

新
聞
・
雑
誌
・
空
き
缶
な

ど
)
を
町
会
・
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
變
笞

ど
の
グ
ル
ー
プ
が
皀
発
的

に
回
収
し
、
資
源
回
収
業
者
に
型
薇

す
リ
サ
イ
ク
ル
活
勣
で
す
。
区
で
は
、

こ
う
し
た
活
勣
を
推
進
す
る
た
め
、
報

奨
金
支
給
な
ど
の
支
援
を
行
つ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
H
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

足
立
区
職
員
(
栄
養
士
)
募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る

人
材
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
日
=
1
0

月
3
日
㈲

採
用
予
定
日
=
原
則

と
し
て
1
2年
4
月
1
日
以
降

受
験

資
格
=
昭
和
4
5年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士
の
免

許
を
有
す
る
方

※
地
方
公
務
員
法

第
1
6条
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
方

職
種
=
栄
養
士

採
用

予
定
数
=
I
人

申
込
日
所
定
の
選

考
申
込
巒
茘
一
参
ま
た
は
郵
送
(
簡

易
寿
留
に
限
る
)

期
限
H
▽
持
参

…
8
月
5
日
～
9
月
1
0日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
土
・
日
陲
日
を
除

く
)

▽
郵
送
・
:
9月
1
0日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
職
員
課
人
事
係

夏
休
み

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

夏
休
み
期
間
中
は
子
ど
も
た
ち
か
屋

外
で
遊
ぷ
機
会
が
多
く
な
り
、
交
通
事

故
が
増
え
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
通
学
路
や
家

の
周
旦
乞子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、
安

全
な
歩
き
方
や
道
路
の
横
断
の
仕
方
、

信
号
の
意
味
と
見
方
な
ど
娶
教
え
て
あ

げ
豕
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
忝
梟
{
ほ

、
安
全
確
認

を
し
っ
か
旨
于
る
、
危
険
な
乗
り
方
を

し
な
い
、
周
り
が
暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ

ト
を
つ
け
る
な
ど
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

膏
又
ご
y
否
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

夕
方
や
夜
間
は
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
姿
が
車
の
運
転
者
か
ら
は
よ
く
見
え

な
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
服
装
は
目

立
つ
よ
う
な
、
明
る
い
色
の
も
の
に
し

ま
し
ょ
う
。
持
ち
物
や
自
転
車
に
反
射

材
用
品
を
つ
け
る
と
、
湮
転
者
か
ら
良

く
見
え
て
効
果
的
で
す
。

交
通
事
故
は
ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意

で
起
こ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

い
夏
を
襖
与
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全

係

掲
示
板

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
昼
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

①
日
程
=
9
月
1
日
～
1
1月
3
0日

定

員
=
1
0
0
人

※
応
募
多
数
は
選
考

費

用
=
6
万
5
0
0円

期
限
=
8
月
1
7日

申
・
問
先
=
医
療
法
人
財
団
健
和
会

　
(
3
8
7
0
)
2
0
5
4

②
日
程
=
9
月
1
日
工
…
J月
2
9日

定

員
=
5
0人

※
応
募
多
数
は
選
考

費

用
=
8
万
円

申
・
問
先
=
医
療
法
人

福
寿
会

　　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

③
日
程
目
9
月
4
日
Å
1
1月
6
日

定

員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
8
万
円

申
・
問
先
=
東
京
高
齢
協
足
立
地
域
セ

ン
タ
1

　
(
3
8
8
8
)
0
4
5
7

□
看
護
婦
(
士
)
募
集

対
象
=
2
5～
5
0歳
く
ら
い
の
方

定

員
卜
夭

申
込
=
電
話
、
後
に
面
接

塲
・
申
・
問
先
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

グ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム

(
3
8
9
0
)
0
2
1
4

□
簿
記
入
門
講
座

日
時
日
9
月
1
8日
～
E
月
1
7日
の
土
・

日
曜
日
(
1
0日
間
)
、
午
後
1
時
3
0分

～
4
時
3
0分

対
象
H
社
会
人
、
簿
記

朷
心
者

内
容
=
検
定
試
験
3
級
程
度

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別

、
電
話
番
号
を
記
入

期

限
=
9

月
8

日
必

着

場
・
申
・
問

先
=
都
立
荒
川
商
業
高
校

工
藤

〒
1
2
0

・
8
5
2
8

小
台
2
1
1
1
3
1

(
3
9
1
2
)
9
2
5
1

□
第
3
2
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

対
象
=
マ
手
紙
作
文
・
:
①
小
・
中
学
生

②
外
国
人
の
方
(

年
齢
不
問
)

▽
ハ

ガ
キ
作
文
・
:
小
学
生

マ
絵
手
紙
・
:制

隕
な
し

申
込
等
日
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限
=
9

月
1
0

日

問
先
=
最
寄
り
の
郵
便
屁

□
小
菅
処
理
場
ふ
れ
あ
い
施
設
見
学
会

日
時
=
8

月
1
9
日
困

、
午
後
1

時
1
4

時

内
容
日
ク
イ
ズ

、
金
魚
す
く
い

、

展
示
コ

ー
ナ
ー
な
ど

※
記
耆

茗

り
(

先
着
順
)

申
込
川
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
下
水
道
局
小
菅
処
理
場

　
(
5
6
8
0
)
1
9
9
1

□
住
宅
ロ
ー
ン
総
合
相
談

マ
資
金
計
画
診
断
シ
ス
テ
ム

場
所
=

住
宅
金
融
公
廁
各
支
店

内
容
日
資
金

計
画
・
返
済
計
国
の
健
全
性
奮
磐

節

に
診
断

問
先
=
住
宅
金
融
公
庫
東
亰

支
店

　
(
5
2
6
1
)
5
9
1
1

▽
新
特
別
例
外
措
置

塲
所
=
住
宅
金

融
公
庫
各
支
店

、
取
扱
金
融
機
関
主
要

店
舗

内
容
=
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
相
談
、

返
済
困
難
な
方
の
期
間
延
長
・
金
利
引

き
下
げ
相
談

問
先
=
住
宅
金
融
公
庫

東
京
支
店
　
(
5
2
6
1
)
5
9
1
5

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「(
往
復
)
ハ
ガ
キ
」
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

=出
店
者
募
集
=

▼
①
8
月
1
4日
出
、1
5日
茴

本
木
一

丁
目
区
有
地

各
日
6
0区
画

②
8
月
1
5

日
剛

入
谷
中
郷
北
公
園
6
0
区
画

③
8
月
C
N
J日出
、2
2日
茴

一
ッ
家
東

栗
原
団
地
公
園

各
日
1
0
0区画

④
8

月
2
9日
襾

諏
訪
木
西
公
園
1
0
0区
画

―
―
い
ず
れ
も
―
―

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/

出
店
料
o
～
2
千
円
/
電
話
/
大
島

　
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
8
月
2
2日
剛

本
木
一
丁
目
区
有
地

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場

合
8
月
2
9日
囲
/
出
店
料
・
:車
出
店
(
3
0

区
画
)
2
千
円
、
車
無
し
(
3
0区

画
)
千
円
/
電
話
/
吉
岡

(
3
8
4
3
)
6
1
8
6

▼
9
月
5
日
即

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0時
1
午
後
2
時
3
0分

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復

ハ
ガ
キ
(
8
月
1
9日
必
着
)
/
〒
1
2
0・0
0
0
L

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留
小
山

　
0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▼
9
月
5
日
興

区
役
所
南
側
広
場

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

蒸
臾
中
止
/
7
0

区
固
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
斉

藤

　
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
ヘ
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催
し
物

ガ
イ
ド

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
え
ば

あ
だ
ち
再
生
館

2
周
年
イ
ベ
ン
ト

あ
だ
ち
再
生
館
で
は
開
設
2
周
年
を

記
念
し
、「
残
そ
う
!
き
れ
い
な
地
球

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ペ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

日
時
日
8
月
2
8日
出
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
川
足
立
区
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
あ
だ
ち
再
生

郢

・
東
京
都
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

内
容
日
▽
作
つ
て
み
ま
せ
ん

か
(
体
験
コ
ー
ナ
ー
)
①
大
人
向
け
…

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
(
1
日
)
/
リ
ボ
ン
(

ン
ガ
ー
(
午
前
中
)
/
コ
ー
ヒ
ー
が
ら
脱

臭
袋
(
午
後
)

②
子
ど
も
向
け
…
は

し
置
き
/
紙
す
き
/
裂
き
布
織
り
機
/

エ
ン
ピ
ツ
立
て
な
ど

▽
お
も
ち
ゃ
の

修
理
工
房
/
傘
の
修
理
(
実
演
)

マ

相
談
と
ク
イ
ズ
…
Q
X

嶷
問
に
思
つ

て
い
る
ご
み
に
つ
い
て

▽
ご
み
の
中

か
Q

尢
な
も
の
展
(
抽
選
)

マ
清

掃
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
古
本
コ
ー
ナ
ー
(

無
料
)

▽
そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル
作
品

の
展
示
な
ど

申
込
日
当
日
匱
接
会
場

へ

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
求
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
大
型

家
具
な
ど
の
展
示
場
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
(
販
売
の
み
)
は
平
常
ど
お
り

行
い
ま
す

問
先
日
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
(
足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
内
)

　
(
3
8
8
)
9
8
0
2

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

曰
時
川
9
月
1
7
日
吻

、
午
前
1
0
時
～
午

後
2

時
(
予
定
)

コ
ー
ス
H
隅
田
川

往
復
コ
ー
ス
(

水
上
バ
ス
利
用
)
・
:千

住
曙
町
船
着
場
～
吾
妻
襦
～
勝
ど
き
櫺

～
レ
イ
ン
ポ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
有
明
(

東

亰
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
見
学
)
～
両
国
橋

～
吾
妻
檮
～
千
住
曙
町
船

着
場

対

象
川
観
光
協
会
会
員
と
冢
族
お
よ
び
区

内
在
住
の
方

定
員
H
5
4
人
(

抽
選
)

費
用
日
▽
観
光
協
会
会
倆
…
3

千
円
マ

会
員
家
族
・
:
3
千
5
0
0円
▽
一
般
・
:
4
千

円
(

い
ず
れ

も
昼
食
付
、
当
日
現
地
で

支
払
い
)

申
込
日
往
復
(

ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
氏
名

、
年
齢

、
住
所

、
電

話
番
号

、
会
員
・
会
員
家
族
・
一
般
の

別

、
「9
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希

芦

と
明
記

※
(

ガ
キ
1

枚
で
叉

ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
重
複
申
込
は
無
効

期
限
日
8
月
2
5日
消
印
有
効

申
・
問

先
日
観
光
協
会
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
n
1
1

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
9

出
演
団
体
募
集

世
代
を
超
え
た
吹
奏
楽
の
祭
典
に
参

加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日

程
H
1
1
月
1
4
日
旧

場
所
日
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
l
ル

対
象

日
区
内
高
等
学
校
、
一
般
吹
奏
楽
団
体

※
曲
目
自
由
、
合
同
バ
ン
ド
で
の
参
加

大
歓
迎

費
用
目
無
料

申
込
日
電
話

期
限
日
9
月
一
…一
日

申
・
問
先
日
実
行

委
員
会
事
務
局
(

文
化
振
興
係
内
)

子
ど
も
映
画
会

日
時
日
8
月
2
1日
出
、
午
後
2
時
3
0分

内
容
日
「
忍
玉
乱
太
郎
」「
ミ
ル
ク
と
チ

ョ
コ
と
7
人
の
天
使
た
ち
」

費
用
川

無
料

申
込
川
当
日
直
接
会
場
へ

場

・
申
・
問
先
日
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

陽
気
に
う
た
お
う
!

バ
ク
さ
ん
の

う
た
ご
え
ラ
イ
ブ

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
歌
っ

て
楽
し
め
る
歌
声
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

日
時
目
8
月
2
8日
出
、
午
後
2

時
3
0分

出
演
目
劇
団
と
も
し
び

費

用
日
無
料

申
込
卜当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問
先
日
西
部
児
童
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

第2 回
夏
休
み
親
子
実
験
教
室

～
宿
題
も
こ
れ
で
安
心
～

水
を
究
め
る
!
・
(
水
道
水
や
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水

に
つ
い
て
実
験
を
し
ま
す
)
日
時
H

8
月
2
5
日
(
水
)
・
2
6
日
閑
、午
前
1
0
時

～
H
時
3
0分

場
所
H
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア

対
象
川
区
内
在
住
の
小
・
中
学
生

の
親
子
(
た
だ
し
、
小
4
以
上
は
子
ど

も
だ
け
の
申
込
可
)

定
員
日
2
0組
(
先

着
順
)

費
用
日
無
料

申
・
問
先
H

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

都
民
ゴ
ル
フ
場
の

区
民
開
放

参
加
者
募
集

今
年
も
都
禺
コ
ル
フ
場
岑
底
料
金
で

開
放
し
ま
す
(
1
ラ
ウ
ン
ド
セ
ル
フ
カ

ー
ト
プ
レ
恚

。
日
程
川
1
0月
1
6日
出

場
所
卜
都
禺
コ
ル
フ
場
(
新
田
一
丁
目

荒
川
河
川
敷
右
庠
)
1
8
ホ
ー
ル
、
パ

ー
6
3
対
象
日
区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
日
1
8
0
人
(
抽
選
)

費
用
H
7
千
7
0
0

円

※
当
日
現
地
に
て
支
払
い
。
昼

食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費
は
含
ま
ず

申

込
川
往
復
(
ガ
キ
に
代
表
者
お
よ
び
参

加
者
全
員
(
1
枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明

記

※
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み
、

嗷
複
申
し
込
み
は
、
す
べ
て
無
効

期

限
H
8
月
3
1日
必
譱

抽
選
会
H
9
月
7

日
、
午
前
1
0時
か
ら
区
役
所
1
2階
会

議
室
に
て
(
見
学
可
)

※
抽
選
結
果

は
、9
月
下
旬
発
送
予
定

申
・
問

先
川公
園
管
理
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

あだちまつり

A
- F e s t a '

9

9

通 信
来
て

見
て

遊
ん
で
み

ん なの
フェスタ

広 場

□ あ だっちボール参 加チ ーム募集!

～今年 から小学生大会も始 まります～

「あだ っちボール」は、ド ッジボール

に似た だれにでもできる楽しい ゲーム

です。優 勝チームや特別賞な どに賞金

あり。ご 参加を お待ちしてい ます。

日程=10 月10日旧) 対象= ▽ 一 般の部

… 区 内在住 ・在勦 ・在学 の方( 女 性ま

たは50歳以 上の方3 人以上を含 む) ▽

小学生 の部…区 内在学 の小学生 ※ 各

部 とも1 チーム10人 費用=1 チーム2, 000

円 定員= 一 般 の部32 チ ー ム/

小学生 の部16チーム ※ 先 着順

□ ステージショー出演 者募 集!

ステー ジ上でA- Fest a を盛り 上げ

てく れるダ ンス・遊戯・太鼓な ど、区

内 のアマチュアグループ また は個人を

募集し ます。いつもの が゙ んばり ″ を
ステージで表現してください。 日程

=10 月9 日出 ・10日(日) 出演時問=15

分 定員=25 団 体 費用= 無料
□ リバーサ イドバザー出店団体募集!

まつりに は欠かせないバザーに出店

して みませ んか。範囲はテント の半分

を1 区画( 2. 7mx3. 6m) とし ます。

日程=10 月9 日出 ・10日(日) 対象= 区

内の地域活 勣を 目的とする非営利団体

定員=28 団 体( 抽選) 費用=1 区画21, 000

円

――いずれも――
場所= 荒川河川敷「虹の広場」 申込=
電話または匱接窓口 期限=8 月20日
申・問先= 区民まつり委員会事務局(
地域振興課育成係内)

★記念T シャツ販売中! ★
スカ イブ ルー

1, 300 円

収
益
は
ま
つ
り
経
費

に
あ
て
ら
れ
ま
す区政情報室

千住区民事務所でも販売中

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
小
学
校
に
入
学
予
定
で
、

心
身
に
璋
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
つ
て

い
ま
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
5

じ
ま
す
。

日
時
日
毎
週
月
矇

日
に
」金
曜
日
(
祝
日
糞

朕
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

申
込
日
電
話

場
・

申
・
問
先
U
教
育
研
究
所
教
育
相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

放
置
自
転
車
禁
止
区
域

梅

鳥

駅

周

辺

区
内
各
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m以内

を
目
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
自
転
車
は
経
済
的
で
便
利

な
乗
り
物
で
す
か
、
置
き
方
に
よ
っ
て

は
街
の
公
害
と
も
な
っ
て
い
求
罵

通

勤
・
通
学
、
買
物
な
ど
で
駅
周
辺
を
利

用
す
る
方
は
、で
き
る
だ
け
歩
く
よ
つ

に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
転
車
を

利
用
す
る
と
き
は
必
ず
自
転
車
匱
場
を

利
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
票
止
区
域
内
の

放
置
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
保
管
し
て
い
求
す
。
引
き
取
る

際
に
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て

い
た
だ
瀲
稾
す
。
ま
た
撒
去
後
冫
カ
月

鷺
唇
苳
と
処
分
」歪
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

□
梅
島
駅
の
放
置
自
転
車
撤
去
先

加
平
移
送
所
(
加
平
2
-
1
7
-
6
先
)

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

梅
島
第
一
駐
輪
場
(
梅
田
8
1
1
4
1
7
3
)

　
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

梅
島
第
二
駐
輪
場
(
梅
田
7
-
3
7
-
1
0
)

　
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

問
先
川
自
転
車
係

イラスト・身近な話題を募集中!

み んなの

ペ ー ジ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- l

川

の

汚

れ

を

な

く

す

に

は

…

佐
藤
良
子
さ
ん
(
古
千
谷
小
6
年
)

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
学
校
の
近

く
に
流
れ
る
毛
長
川
を
調
べ
、
汚
れ
の

ほ
と
ん
ど
は
家
庭
排
水
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
牛
乳
1
杯
を
川
に

流
す
と
、
き
れ
い
に
す
る
水
が
約
4
杯

必
要
で
す
。
特
に
、
油
は
水
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
も
な
か
な
か
き
れ
い
に
な
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
紿
食
の
あ
と
、お

皿
に
付
い
た
ソ
ー
ス
や
油
を
古
新
聞
で

ふ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
冢
庭
で
も
で

き
る
汚
れ
の
防
ぎ
万
で
す
。
私
た
ち
は
、

卒
業
す
る
ま
で
に
毛
長
川
を
少
し
で
も

き
れ
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
広
報
課
か
ら
》
足
立
区
は
四
方
を
川

で
囲
奔
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
川
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
ね

。

小
さ
な
旅

麻
生
幸
子
さ
ん
(
西
新
井
本
町
)

以
前
、
勤
め
が
一
緒
だ
っ
た
友
人
と

あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
か
け
ま

し
た
。
二
人
元
気
に
自
転
車
の
旅
で
す
。

お
む
于
び
、
お
茶
を
入
れ
た
ボ
ト
ル
、

少
々
の
お
菓
孑
呑
痔
つ
て
、
都
市
晨
業

公
園
を
出
発
点
に
2
3ヵ
所
を
め
ぐ
る
と
、

小
川
、
せ
せ
ら
ぎ
、
深
い
緑
…
、
初
め

て
の
所
な
ど
は
感
動
的
で
す
。
ス
タ
ン

プ
が
西
新
井
大
師
に
も
あ
る
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
昜
い
中
で
探
し
出
し

た
ス
タ
ン
プ
、
押
し
た
と
き
は
幸
せ
な

感
じ
に
酔
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
旅
を

探
し
ま
す
。
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
回
つ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
い
が
け

な
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

《
広
報
課
か
ら
》
お
二
人
の
笑
顔
が
素

敵
で
す
。
楽
し
い
旅
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。

※
あ
だ
ち
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

つ
い
て
は
、
観
光
協
会
(
産
業
振
興
課

内
)
ま
で

▲ 葛西親水水路にて

投
稿
募
集
中

毎
月
1
0日
号
の
み
ん
な
の
ぺ
I
ジ
。

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
亊
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
日
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明

記

申
・
問
先
目
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
夬
本
町
1
-
1
7
-
1

□ 訂正とおわび　あだち広報7月25日号のあだちカレンダー中、8月25日( 水) 　足立区老人クラブ連合会ペタンク大会【竹の塚第六公園】は、正しくは8月
5日(木)でした。訂正しておわびします。《広報課》
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
6
)

諏
訪
木
西
公
園

「
公
園
で
森
林
浴
」
雑
木
林
の
よ
う

に
木
々
が
生
い
茂
る
中
を
、
景
色
の
変

化
奮
響
X

な
が
ら
歩
け
る
の
で
、
ま

さ
に
こ
の
言
葉
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

臟
い
日
に
は
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
、

カ
シ
な
ど
の
木
が
木
陰
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。
南
側
に
は
約
4
0
mの
並
木
道

も
あ
n
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ジ
ャ

ブ
ジ
ャ
ブ
池
な
ど
の
親
水
施
設
、
そ
し

て
至
る
所
に
遊
具
が
用
音
ぎ
れ
て
い
ま

す
。

付
近
に
も
緑
雅
か
な
公
園
が
複
数
あ

り
、
西
新
井
三
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で

カ
ギ
型
の
よ
う
に
長
く
連
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
思
い
思
い
の
場
所
で

森
林
浴
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ

冫
か
。

《
広
報
課
》

西
新
井
4
-
3
5
-
1

東
武
バ
ス
(
西

新
井
駅
～
流
通
セ
ン
タ
ー
)
西
新
井
消

防
署
前
下
車

徒
歩
2
9

▲ 並木道

▲ ジ ャブ ジ ャブ 池

花 だよ り

向日葵

絵: 鈴木絹枝さん( 島根一丁目)

キ
ク
科
ヒ
マ
ワ
リ
属
に
分
類
さ
れ
る

ヒ
マ
ワ
リ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
が
原
産
と

い
わ
れ
聿
す
。コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ

カ
大
陸
発
見
以
降
、
観
賁
用
と
し
て
旱

く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
次
れ
、

様
々
な
品
種
が
産
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
八
重
咲
き
、
一
茎
多
花
、

わ
い
性
、
碣
魯
攪
な
ど
い
ろ
い
Å
な
品

種
が
見
負
な
チ

。
私
た
ち
が
よ
く
見

知
つ
て
い
る
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
人
の
背
丈

位
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
茎
の
先
端
に
大

き
な
黄
色
い
花
を
I
つ
だ
け
つ
け
る

「
ロ
シ
ア
ヒ
マ
ワ
リ
」
の
系
統
で
す
。

種
子
が
食
用
に
な
り
、
ま
た
良
質
の
油

が
採
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
各
地
で
栽

培
が
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
名
は
、
花
が
日

(太
陽
)
に
つ
い
て
回
る
「
日
回
り
」

か
ら
来
て
い
ま
す
が
、
少
し
傾
く
程
度

と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。

《
公
園
緑
地
課
》

□
区
内
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
見
ら
れ
る
公
園

▽
都
立
舎
人
公
園
(
舎
人
公
園
1
-
1
)

※
花
を
愛
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

(
植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も

あ
り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が

多
い
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

)

平
和
関
連
資
料
の
展
示

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、8

月
に
各
種
平
和
関
連
資
料
の
展
示
を

行
い
ネ
フ
。

□
学
童
集
団
疎
開
資
料
展
(
体
験
者
の

手
記
で
つ
づ
る
疎
開
展
)

学
童
集
団
疎
閧
の
体
験
者
が
、
戦
後
5
4

年
を
経
過
し
て
の
思
い
や
、
お
世
話

に
な
っ
た
信
州
と
の
交
流
、
区
内
に
2
6

あ
っ
た
国
民
学
校
の
疎
閧
の
歩
み
な
ど

を
展
示
。

日
時
目
8
月
1
4日
～
1
8日
、

午
前
1
0時
～
午
後
5
時

場
・
問
先
川

千
寿
第
四
小
学
校
内
教
育
研
究
所
教
育

旡
料
室

　
(
3
8
8
8
)
1
3
5
3

□
広
島
・
長
崎
原
爆
パ
ネ
ル
展

日
時
日
8
月
1
7日
～
2
0日

午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
0時
(
2
0日
は
午
後
5
時

ま
で
)

場
所
日
区
役
所
I
階
ロ
ビ
ー

内
容
目
記
録
写
真
の
展
示

問
先
目
総

務
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
ビ
デ
オ
上
映

と
パ
ネ
ル
展

日
時
H
8
月
1
6日
～
2
日

▽
平
和
関

連
ビ
デ
オ
…
午
前
1
0時
・
午
後
1
時
の
2

回
上
映
(
各
2
時
問
程
度
)

場
所
目

区
役
所
―
階
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン

▽
東

京
大
空
襲
パ
ネ
ル
展
示
…
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
0時
(
2
3日
は
午
後
5
時
ま

で
)

場
所
川区
役
所
1
階
マ
ル
チ
ビ

ジ
ョ
ン
前

問
先
目
総
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
郷
土
博
物
館
平
和
関
連
図
書
の
展
示

日
時
目
8
月
1
5日
、1
7日
～
9
9一日
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時

費
用
日
2
0
0円(

入
館
料
)

場
・
問
先
日
郷
土
博
物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

□
図
書
館
で
平
和
関
連
図
書
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置

日
程
川
8
月
1
日
～
3
1日

内
容
日
戦

争
・
平
和
関
連
図
書
受
辰
示
、
貸
出
、

映
画
上
映

※
く
わ
し
く
は
各
区
立
図

書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

<
地
域
振
興
券
の
使
用
期
限
は
8
月
3
1
日
(
火
)
で
す
>

問
先
=
地
域
振
興
券
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

スケッチあだち
このコーナーではまちの情 報・話題を

お待ちしてい ます。

問 先= 広 報 係 　3880- 5111 ㈹

騎馬隊登場でびっくり
千住警察署交通キャンペーン

「
交
通
死
亡
事
故
7
年
連
続
減
少
」

と
「
会
社
の
車
で
通
勤
し
な
い
」
を
啓

発
す
る
彳
ヤ
ン
ペ
ー
ン
が
7
月
7
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
齧
俔
庁
騎
馬
隊
が
登
場

し
、
千
住
謦
察
署
か
ら
北
千
住
駅
ま
で

を
パ
レ
ー
ド
。
週
ゆ
く
人
は
突
然
の
騎

馬
隊
の
登
場
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
で

し
た
。
そ
の
後
、
本
叮
舎
跡
地
に
場
所

を
か
え
、
足
立
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が

乗
馬
を
体
験
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
々
の
庄
目
を
集
め
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

道
ゆ
く
人
は
び
っ
く
り
(

北
千
住
駅
西
口
)

▲
乗
り
心
地
は
い
か
が
?

夏の風物詩
恒例、大輪朝顔展示会
7 月25日～31日

夏を彩る朝顔の花、その朝鬮愛

好家の皆さんが丹精込めて咲かせ

た大輪の朝顔が、今年も北千住駅

西口広場を飾りました、直径約15cm

、赤、青、紫など色とりどりの90

鉢の朝顔に、道行く人は、しば

し暑さを忘れて見とれていました。

熱
き
闘
い
!
　
3
o
n
3大
会
開
催

6
月
2
7日

、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
3

叩
3
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
3

叩
3
と
は

、
1
つ
の
ゴ
ー
ル
を

使
い
、
叉

対
叉

で
闘
う
バ
ス
ヶ
。

ト
ボ
ー
ル
の
一
種
で
す
。

今
大
会
で
は
、
全
2
4チ
ー
ム
を
4
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
予
選
を
行
い
、
上
位
3

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
予
選
リ
ー
グ
か
ら
曰
熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
選
手
の
み
な
ら
ず
、

観
戦
者
も
興
罟
気
味
。
体
育
館
内
は
熱

気
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
こ
の
大
会
も
I
回
口
で
す
が
、

朷
め
て
男
女
混
合
チ
ー
ム
が
占
畔
莅

に
入
賞
!
大
健
闘
で
す
。
男
の
人
に
も

引
け
を
と
う
な
い
素
睛
ら
し
い
プ
レ
ー

の
逓
続
で
し
た
。

▲ 持 て る 力 の 全 て を か け て

毛
長
川
を
渡
る
動
物
た
ち
!
?

桜
花
小
4
年
生
が
壁
画
に
挑
戦

7
月
9
日
・
1
6日
の
両
日
、
毛
長
川

に
架
か
る
歩
行
者
専
用
の
さ
く
ら
僑
で
、

桜
花
小
学
校
4
年
生
6
2人
が
裙
の
内
壁

一
面
に
ペ
ン
キ
で
動
物
の
絵
を
描
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
花
畑
北
中
学

校
の
卒
業
生
で
つ
く
る
『お
や
じ
の

会
』
が
、
同
橋
の
落
書
き
消
し
を
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。
再
発
防
止
と
地
域

に
親
し
ま
れ
る
惧
に
な
れ
ば
と
い
う
桜

花
小
・
宮
脇
校
長
ら
の
発
案
で
実
稠
し

た
も
の
で
す
。
壁
画
の
テ
ー
マ
は
『
勣

物
大
行
進
』。そ
れ
ぞ
れ
が
皀
分
の
好
き

な
動
物
を
の
び
の
ぴ
と
描
き
ま
し
た
。

微
笑
み
か
け
る
ウ
サ
ギ
や
可
愛
い
パ
ン

ダ
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
ソ
ウ
、

ラ
イ
オ
ン
な
ど
は
、
個
性
豊
か
な
子
ど

も
た
か
曰
身
が
乗
り
移
つ
た
よ
つ
で
す
。

道
行
く
人
た
か
も
「
渡
る
楽
し
み
が
増

え
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
囃
子
楽
し
い
な

7
月
1
4日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
翹
土
芸
能
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
参
加
し

た
の
は
、
足
立
区
芸
能
保
存
会
に
登
録

七
て
い
る
団
体
1
5組
。
笛
・
和
太
鼓
・

心
癢

っ
た
お
擘

の
演
奏
の
ほ
か
、

獅
子
舞
・
大
黒
舞
な
ど
日
ご
ろ
の
綵
習

の
成
果
膏
薮
露
し
ま
し
た
。
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
人
た
ち
は
、
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

「あだち区 民

環 境フェア' 99」

～エコロの
ココロで
すみよいまちを～

「
自
分
た
ち
の
環
境
は
自
分
た
ち
の

手
で
守
る
つ
」
を
合
言
葉
に
、
区
民
自

ら
が
企
画
運
営
に
あ
た
る
手
作
り
フ
ェ

ア
が
、
今
年
も
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で
閧

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
環
境
の
保
全
を

訴
え
る
ビ
デ
オ
の
放
映
や
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
身
近
な
環
境
問
菘
を
と
り

あ
げ
た
多
く
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア

ク
リ
ル
喙
維
で
作
る
汕
汚
れ
に
強
い

「
魔
法
の
タ
ワ
シ
作
り
」
や
、リ
サ
イ

ク
ル
に
役
立
つ
「ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
」、古
布
を
裂
い
て
作
る
マ
ッ
ト
な

ど
が
人
気
を
集
め
、
自
ら
の
手
作
n
呑

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲ 体験 コーナー
古布を裂いてマットに リサイクル

古紙配合率70% 再生紙を使用しています A. R. Ya　237, 000


